
新
日
本
空
調

　
新
日
本
空
調
は
最
適
な
熱
源

機
器
の
運
転
を
実
現
す
る
熱
源

最
適
制
御
シ
ス
テ
ム
「
Ｅ
ｎ
ｅ

ｒ
ｇ
ｙ
　
Ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
ｔ

エ
ナ

ジ
ー
ク
エ
ス
ト

」
を
提
供
す

る
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
熱
源
機
器
の

運
用
を
自
動
的
に
最
適
化
す
る

こ
と
で
、
多
様
化
す
る
社
会
的

要
求
を
満
た
す
こ
と
が
可
能

だ
。
従
来
の
運
用
で
生
じ
て
い

た
無
駄
を
見
直
し
、
熱
源
シ
ス

テ
ム
の
能
力
を
最
大
限
引
き
出

す
こ
と
で
、
省
エ
ネ
改
善
率
最

大

％
以
上
を
実
現
す
る
。

　
ま
た
省
エ
ネ
以
外
に
も
節
電

や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
改
善
を
意

図
し
た
運
転
も
可
能
で
、
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
熱
源
機
器
の
運
用

を
提
案
す
る
。

大
気
社

　
大
気
社
は
熱
源
設
備
を
安
全
か
つ
最
小
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
運
用
で
き
る
「
熱
源
最
適
制
御

シ
ス
テ
ム
」
を
提
案
し
て
い
る
。
省
エ
ネ
効

果
を
最
大
化
す
る
運
転
設
定
は
外
気
や
負
荷

条
件
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
同
シ
ス
テ
ム
は

時
々
刻
々
と
変
化
す
る
外
部
環
境
に
合
わ
せ

て
自
動
的
に
最
適
な
制
御
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
冷
水
２
次
ポ
ン
プ
を
含
め
た
冷
熱
源

全
体
の
統
合
制
御
も
実
現
し
た
。
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
削
減
し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
低

減
す
る
。

　
新
築
ビ
ル
だ
け
で
な
く
既
存
設
備
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
も
適
用
が
可
能
。
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
は
顧
客
の
要
望
を
取
り
入
れ
、
具
体
的

な
提
案
を
行
う
。

　
最
新
の
設
備
・
機
器
が
導
入
さ
れ
た
ビ
ル
・
建
築
物
は
、
建
物
全
体
で
電
力
使
用

量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
無
駄
の
な
い
高
効
率
性
を
実
現
す
る
。
一
方
、
竣
工
か
ら

し
ゅ
ん
こ
う

数
十
年
経
過
し
て
も
設
備
・
機
器
の
見
直
し
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
て
い
な
い
建
物

は
電
力
使
用
量
の
大
幅
な
削
減
の
可
能
性
を
持
つ
。
電
力
量
の
削
減
は
コ
ス
ト
と
二

酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
に
貢
献
す
る
。

空
調
・
照
明
見
直
し
を
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
で
電
力
使
用
量
制
御

インターネットを使い照明１灯ごとのオンオフを
可能にして消費電力を抑える（日比谷総合設備）

ビ
ル
改
修
、
長
寿
命
化
設
備
更
新
で
維
持
管
理
容
易
に

有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

ビル・建築物の環境対策省エネ・節電推進

日
比
谷
総
合
設
備

　
日
比
谷
総
合
設
備
は
総
合
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
企

業
と
し
て
空
調
、
衛
生
、
電

気
、
情
報
な
ど
建
物
設
備
を
ト

ー
タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。
近
年

は
ス
マ
ー
ト
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
注
力
す
る
。

　
豊
富
な
経
験
に
基
づ
く
省
エ

ネ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
強
み

に
、
独
自
技
術
の
「
Ｈ
Ａ
―
Ｂ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
、
照
明
を
個
別
に
制

御
す
る
「
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

Ｓ
Ｌ

Ｃ

」
、
太
陽
熱
か
ら
電
気
と

温
水
を
取
り
出
す
「
太
陽
光
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
」
、
廃

熱
を
有
効
に
活
用
す
る
「
エ
ジ

ェ
ク
タ
ー
式
空
調
シ
ス
テ
ム
」

な
ど
を
開
発
し
、
顧
客
の
省
エ

ネ
、
創
エ
ネ
を
支
援
す
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ２月５日 水曜日 　　

　
建
物
の
企
画
・
設
計
の
段

階
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
し

や
す
さ
、
将
来
の
用
途
変
更

の
可
能
性
を
見
越
し
、
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
見
通
す

と
、
全
生
涯
の
コ
ス
ト
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
ビ
ル
推
進

協
会

Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ａ

は
長

期
間
の
維
持
保
全
、
優
れ
た

改
修
を
行
っ
た
建
物
に
「
Ｂ

Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ａ
賞
」
を
贈
る
。
ロ

ン
グ
ラ
イ
フ
部
門
と
ベ
ス
ト

リ
フ
ォ
ー
ム
部
門
合
わ
せ
て

年
間
約

件
を
表
彰
し
、
こ

れ
ま
で
に
計
２
１
６
件
を
表

彰
し
た
。
第

回

年

度

Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ａ
賞
ロ
ン
グ

ラ
イ
フ
部
門
に
選
ば
れ
た
住

友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
大
阪
市

は
１
９
６
２
年
に
竣
工
。
鉄

骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

で
、
竣
工
か
ら

年
以
上
経

過
し
て
い
る
が
耐
震
診
断
し

た
結
果
、
補
強
不
要
と
判
断

さ
れ
、
継
続
し
て
利
用
で
き

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
シ
ャ
フ
ト

４
基
分
を
機
械
室
に
転
用
し

て
タ
ー
ミ
ナ
ル
空
調
機
を
増

設
し
、
冷
房
能
力
を
増
大
さ

せ
た
。
既
存
サ
ッ
シ
を
生
か

し
た
ガ
ラ
ス
の
複
層
化
や
照

明
設
備
の
改
修
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
更
新
な
ど
に
も
取
り

組
ん
だ
。

　
同
賞
ベ
ス
ト
リ
フ
ォ
ー
ム

部
門
に
選
ば
れ
た
マ
ル
ヤ
ガ

ー
デ
ン
ズ

鹿
児
島
市

は

省
エ
ネ
に
関
す
る
包
括
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
事
業
を
導
入
し
た
。
高

効
率
熱
源
機
器
の
採
用
、
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
へ
の

改
修
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
・

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
イ
ン
バ
ー

タ
ー
方
式
へ
の
更
新
な
ど
を

行
い
、
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
を
改
修
前
に
比
べ

％
削

減
し
た
。

　
村
上
純
一
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ａ
専

務
理
事
は
「
建
物
の
ロ
ン
グ

ラ
イ
フ
化
は
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
」
と

い
う
。
劣
化
し
て
い
く
建
物

を
積
極
的
に
更
新
す
る
こ
と

で
、
省
エ
ネ
と
節
電
に
つ
な

が
る
建
物
の
長
期
的
な
利
用

が
可
能
に
な
る
。

　
ビ
ル
・
建
築
物
全
体
の
中

で
消
費
電
力
量
が
多
い
の
は

空
調
だ
。
そ
の
た
め
、
省
エ

ネ
・
節
電
を
検
討
す
る
際
、

空
調
設
備
の
見
直
し
か
ら
取

り
組
む
こ
と
は
成
果
を
出
し

や
す
い
。
最
新
の
空
調
設
備

に
入
れ
替
え
る
だ
け
で
大
幅

な
省
エ
ネ
・
節
電
に
な
る
。

　
照
明
も
大
き
な
割
合
を
占

め
る
。
既
存
設
備
か
ら
発
光

効
率
の
高
い
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
へ
切
り

替
え
る
と
消
費
電
力
を
抑
え

ら
れ
る
。
休
憩
や
外
出
時
な

ど
に
部
署
・
フ
ロ
ア
の
照
明

を
切
る
わ
ず
か
な
行
動
に
も

節
電
効
果
は
あ
る
。
人
の
入

退
出
を
セ
ン
サ
ー
で
感
知
し

自
動
的
に
照
明
を
オ
ン
オ
フ

し
た
り
、
専
用
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
セ
ン
サ
ー
を
装
着

し
た
照
明
１
灯
ご
と
の
狭
い

範
囲
で
オ
ン
オ
フ
で
き
た
り

と
、
人
の
出
入
り
の
多
さ
に

よ
っ
て
適
し
た
照
明
シ
ス
テ

ム
が
各
メ
ー
カ
ー
か
ら
販
売

さ
れ
て
い
る
。

　
建
物
全
体
の
電
力
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
ビ
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｂ
Ｅ

Ｍ
Ｓ

も
注
目
さ
れ
る
。
建

物
全
体
の
電
力
使
用
量
を
フ

ロ
ア
や
部
署
ご
と
に
見
え
る

化
し
、
電
力
の
用
途
や
傾
向

を
見
直
す
こ
と
で
改
善
に
つ

な
が
る
。

　
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
電
力
需
要
に

供
給
が
追
い
つ
か
な
い
緊
急

ピ
ー
ク
時
に
需
要
を
抑
制
す

る
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
実
現
す

る
。
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
は
不
足

す
る
電
力
の
使
用
を
抑
え
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
、
電

力
料
金
の
削
減
に
大
き
な
効

果
を
発
揮
す
る
。

　
中
小
規
模
の
ビ
ル
・
建
築

物
の
多
く
は
電
力
会
社
と
高

圧
小
口

５
０
０

未

満

の
契
約
を
結
ん
で
い

る
。
同
契
約
で
は
実
量
制
に

基
づ
き
契
約
電
力
を
決
め

る
。

分
ご
と
に
電
力
会
社

が
最
大
需
要
電
力
を
計
量

し
、
１
カ
月
間
で
最
も
大
き

い
値
が
契
約
電
力
に
な
る
。

契
約
電
力
は
１
年
間
継
続
す

る
た
め
、
例
え
ば
９
月
の
最

大
需
要
電
力
が

だ
っ

た
場
合
、
翌
年
の
８
月
ま
で

契
約
電
力
は

の
ま
ま

だ
。
ま
た

月
の
最
大
需
要

電
力
が

だ
っ
た
場

合
、
契
約
電
力
は

に

更
新
さ
れ
、
翌
年
の

月
ま

で
継
続
さ
れ
る
。

　
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は

分
ご
と
に

継
続
し
て
電
力
管
理
を
行

い
、
電
力
使
用
量
が
契
約
電

力
を
超
え
そ
う
な
場
合
に
は

空
調
温
度
を
上
下
す
る
な
ど

自
動
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
制

御
す
る
。
電
力
使
用
量
を
細

か
く
制
御
す
る
こ
と
で
、
契

約
電
力
を
下
げ
ら
れ
る
。
ま

た
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
基

に
、
電
力
消
費
抑
制
が
必
要

な
フ
ロ
ア
や
分
野
を
見
つ

け
、
最
適
な
設
備
・
機
器
の

選
択
・
導
入
に
生
か
せ
る
。

　
矢
野
経
済
研
究
所
の
調
査

に
よ
る
と
、
２
０
１
２
年
度

の
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
ビ
ル
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

Ｂ

Ａ
Ｓ

市
場
規
模
は
前
年
度

比
５
・
９
％
増
の
４
６
９
億

円
と
な
っ
た
。

年
度
は
国

の
補
助
金
の
影
響
も
あ
り
同

９
・
５
％
増
の
５
１
４
億

円
、

年
度
は
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が

定
着
し

年
度
比

・
４
％

増
の
５
６
５
億
円
に
な
る
と

予
測
。

　
徐
々
に
伸
び
て
い
る
も
の

の
約

万
と
さ
れ
る
高
圧
小

口
需
要
家
の
内
、
「
Ｂ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
を
導
入
し
て
い
る
ビ
ル
・

建
築
物
は

％
未
満
」

業

界
関
係
者

と
い
わ
れ
て
い

る
。
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
導
入
の
増
加

に
伴
い
、
国
内
電
力
量
の
削

減
に
も
つ
な
が
る
。


